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発表内容 平成元年度から地下水質調査を開始して 20 年が経過し、多くの継続監
視調査地点では汚染濃度の低下が認められている。そこで、地下水汚染対

策の効率的・効果的な推進に寄与することを目的に、地下水汚染発見後 20
年をひとつの区切りとしてとらえ、汚染発見後 20 年が経過する汚染地区
を対象に平成 21 年度から地下水汚染状況等に関する詳細調査を行い、汚
染範囲の再確認や汚染低下の見込み等について検証している。平成 21 年
度は 2地区において実施した。 

A市 B地区では 32地点で調査を行い、元年度調査結果（調査地点 85地
点）と比較したところ、 テトラクロロエチレンによる環境基準超過地点は、

元年度調査の 11地点（12.9％）に対し汚染源直下の 1地点（3.1％）のみ
となり、環境基準以下での検出地点のうち環境基準の 2分の 1以上検出さ
れた地点も、元年度調査の 13 地点（15.3％）に対し汚染源近傍の 2 地点
（6.3％）のみとなった。両年度調査で比較可能な 14地点の平均濃度減少
率は 69.7％であり、全体的に汚染濃度がかなり低下していることが確認さ
れた。 

C 市 D 地区では 35 地点で調査を行い、元年度調査結果（調査地点 48
地点）と比較したところ、テトラクロロエチレンによる環境基準超過地点

は、元年度調査の 4地点（8.3％）に対し汚染源直下の 1地点（2.9％）の
みとなり、環境基準以下での検出地点のうち環境基準の 2分の 1以上検出
された地点は、元年度調査の 1地点（2.1％）に対し同じ 1 地点（2.9％）
であったが、汚染源直下のみとなった。さらに、環境基準以下での検出地

点のうち環境基準の 2分の 1未満で検出された地点の検出範囲が狭くなっ
た。両年度調査で比較可能な 16 地点の平均濃度減少率は 68.6％であり、
汚染源近傍を含めて全体的に汚染濃度がかなり低下していることが確認さ

れた。 

濃度が最も高い井戸のデータ（元～21 年度：n=41）を用いて汚染低下
見込み時期の算出を試みたところ、A市 B地区では、環境基準の 2分の 1
まで低下する時期は 2017.9年（95％信頼区間：±3.9年）、C市 D地区で



は、環境基準まで低下する時期は 2017.7 年（95％信頼区間：±6.4 年）、
環境基準の 2分の 1まで低下する時期は 2043.7年（95％信頼区間：±6.4
年）となった。 

 


